
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】肘関節や肩関節が曲がり難い身体障害者や高齢

者等が簡単に着用することができるようにする。

【解決手段】襟３を備えた前開きコートであって、袖１

及び前身頃２が襟３を避けるように袖１から前身頃２の

胸元部２ａにかけて分割されており、この分割部分１０

を相互に係合離脱可能なように着脱手段１１が設けられ

ている。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 襟 を 備 え た 前 開 き コ ー ト で あ っ て 、 袖 （ １ ） 及 び 前 身 頃 （ ２ ） が 前 記 襟 （ ３ ） を 避 け る
よ う に 前 記 袖 （ １ ） か ら 前 記 前 身 頃 （ ２ ） の 胸 元 部 （ ２ ａ ） に か け て 分 割 さ れ て お り 、 こ
の 分 割 部 分 （ １ ０ ） を 相 互 に 係 合 離 脱 可 能 な よ う に 着 脱 手 段 （ １ １ ） が 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 身 体 障 害 者 等 が 着 用 し や す い コ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 着 脱 手 段 （ １ １ ） が ス ラ イ ド フ ァ ス ナ ー で あ っ て 、 こ の ス ラ イ ド フ ァ ス ナ ー は 前 記
袖 （ １ ） か ら 前 記 前 身 頃 の 胸 元 部 （ ２ ａ ） へ ス ラ イ ド し て 閉 じ て 前 記 前 身 頃 の 胸 元 部 （ ２
ａ ） か ら 前 記 袖 （ １ ） へ ス ラ イ ド し て 開 く よ う に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の コ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 前 身 頃 （ ２ ） の 腹 部 （ ２ ｂ ） を 開 閉 で き る よ う に 、 前 記 前 身 頃 （ ２ ） に 、 上 下 方 向
（ Ｈ ） に 所 定 の 間 隔 を 置 い て 横 方 向 （ Ｗ ） に 分 割 部 分 （ ２ ０ ， ３ ０ ） が 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の コ ー ト 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 肘 関 節 や 肩 関 節 が 曲 が り 難 い 身 体 障 害 者 や 高 齢 者 等 が 簡 単 に 着 用 で き る コ ー
ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 障 害 者 や 高 齢 者 が 外 出 す る 際 に 着 用 す る コ ー ト は 色 々 あ る （ 例 え ば 特 許 文 献
１ ） 。 し か し 、 こ れ ら コ ー ト は 肘 関 節 や 肩 関 節 が 曲 が り 難 く な っ た 身 体 障 害 者 等 の 着 用 に
つ い て 何 ら 考 慮 さ れ て お ら ず 、 障 害 者 を 介 護 す る 者 は 、 障 害 者 の 腕 を コ ー ト の 袖 に 通 す の
に 非 常 に 苦 労 を し て い た 。 ま た 、 肘 関 節 や 肩 関 節 が 曲 が り 難 い 障 害 者 用 の 衣 服 と し て 、 袖
か ら 肩 部 に か け て 分 割 さ れ 開 閉 で き る も の も あ る が 、 肩 部 が 分 割 さ れ る の で 襟 を 備 え る こ
と が で き ず 冬 季 の 外 出 の 際 に は 首 元 が 寒 く な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ５ ６ ４ ０ ８ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 前 記 し た 問 題 点 を 解 決 す る た め 、 襟 を 備 え
て 肘 関 節 や 肩 関 節 が 曲 が り 難 く い 身 体 障 害 者 等 で も 簡 単 に 着 用 で き る よ う 工 夫 さ れ た コ ー
ト を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 に 係 る コ ー ト は 、 前 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 襟 を 備 え た 前 開 き コ ー ト で あ
っ て 、 袖 及 び 前 身 頃 が 襟 を 避 け る よ う に 袖 か ら 前 身 頃 の 胸 元 部 に か け て 分 割 さ れ て お り 、
こ の 分 割 部 分 を 相 互 に 係 合 離 脱 可 能 な よ う に 着 脱 手 段 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 好 ま し く は 、 着 脱 手 段 が ス ラ イ ド フ ァ ス ナ ー で あ っ て 、 こ の ス ラ イ ド フ ァ ス ナ ー は 袖 か
ら 前 身 頃 の 胸 元 部 へ ス ラ イ ド し て 閉 じ て 前 身 頃 の 胸 元 部 か ら 袖 へ ス ラ イ ド し て 開 く よ う に
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 前 身 頃 の 腹 部 を 開 閉 で き る よ う に 、 前 身 頃 に 、 上 下 方 向 に 所 定 の 間
隔 を 置 い て 横 方 向 に 分 割 部 分 を 設 け て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は 、 前 記 の よ う に 襟 を 備 え た コ ー ト に お い て 、 こ の 襟 を 避 け る よ う に 袖 か ら 前 身
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頃 の 胸 元 部 へ 向 け て 分 割 さ れ て お り 、 こ の 分 割 部 分 を 相 互 に 係 合 離 脱 す る 着 脱 手 段 が 備 え
ら れ て い る 。 従 っ て 、 袖 を 平 面 状 に 開 い た 状 態 で 障 害 者 の 腕 を の せ 、 そ の 後 分 割 部 分 を 閉
じ る こ と に よ り 、 障 害 者 の 肘 関 節 や 肩 関 節 を 曲 げ る こ と な く コ ー ト の 袖 を 通 す こ と が で き
る 。 更 に 襟 を 備 え て い る の で 冬 季 の 外 出 時 で も 首 元 が 寒 く な ら な い 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 本 考 案 の 一 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 第 一 分 割 部 分 を 開 い た 状 態 の コ ー ト を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ２ は 、 分 割 部 分 を
閉 じ た 状 態 の コ ー ト を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 前 身 頃 の 腹 部 を 開 い た 状 態 の コ ー ト を
示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ４ は 、 本 考 案 の コ ー ト を 着 た 障 害 者 が 車 椅 子 に 乗 っ た 状 態 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ の 如 く 、 本 考 案 に 係 る コ ー ト は 前 開 き の 襟 ３ を 備 え た コ ー ト で あ っ て 、 右 袖 １ 及 び
左 袖 １ ’ 、 右 前 身 頃 ２ 及 び 左 前 身 頃 ２ ’ 、 後 身 頃 ４ か ら な る 。 右 袖 １ 及 び 右 前 身 頃 ２ は 、
右 袖 １ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 右 前 身 頃 ２ の 胸 元 部 ２ ａ へ か け て 分 割 さ れ て お り 、 右 側 の 第 一
分 割 部 分 １ ０ を 形 成 し て い る 。 こ の 右 側 の 第 一 分 割 部 分 １ ０ に よ っ て 、 右 袖 １ 及 び 右 前 身
頃 ２ を 分 割 し て 平 面 状 に 開 く こ と が で き る 。 こ の 分 割 部 分 １ ０ を 相 互 に 係 合 離 脱 す る た め
に 第 一 分 割 部 分 １ ０ に 沿 っ て 第 一 着 脱 手 段 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 本 実 施 例 で は 、 第 一 着
脱 手 段 １ １ は ス ラ イ ド フ ァ ス ナ ー で あ る 。 こ の 右 側 の 第 一 着 脱 手 段 １ １ に よ っ て 、 右 袖 １
及 び 右 前 身 頃 ２ の 分 割 部 分 １ ０ が 開 閉 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 左 袖 １ ’ 及 び 左 前 身 頃 １ ’ も 同 様 に 構 成 さ れ て お り 、 左 袖 １ ’ か ら 左 前 身 頃 ２ ’ の 胸 元
部 ２ ａ ’ に か け て 左 側 の 第 一 分 割 部 分 １ ０ ’ を 備 え て お り 、 こ の 第 一 分 割 部 分 １ ０ ’ に 沿
っ て 第 一 着 脱 手 段 １ １ ’ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら 第 一 分 割 部 分 １ ０ ， １ ０ ’ は 襟 ３ を 避
け る よ う に 設 け ら れ て い る 。 こ の コ ー ト は 襟 ３ を 備 え る こ と に よ り 、 外 出 時 で も 着 用 者 の
首 元 は 寒 く な ら な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 障 害 者 等 の 着 用 者 が こ の コ ー ト を 着 用 す る 際 に は 、 左 右 両 側 の 第 一 着 脱 手 段 １
１ ， １ １ ’ を 操 作 し て 、 先 ず 図 １ の 如 く 、 左 右 両 側 の 第 一 分 割 部 分 １ ０ ， １ ０ ’ を 離 し て
両 袖 １ ， １ ’ を 平 面 状 に 開 き 、 こ の 上 １ ， １ ’ に 着 用 者 の 腕 を の せ る 。 従 っ て 、 着 用 者 は
腕 を 曲 げ る 必 要 が な い 。 そ の 後 、 図 ２ の 如 く 、 左 右 両 側 の 第 一 分 割 部 分 １ ０ ， １ ０ ’ を 着
け て 左 右 袖 １ ， １ ’ を 円 筒 状 に 閉 じ て 、 着 用 者 の 腕 を 左 右 袖 １ ， １ ’ に 通 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 着 用 者 は 肘 関 節 や 肩 関 節 を 曲 げ る こ と な く 袖 を 通 す こ と が で き る 。 従 っ て
、 腕 が 曲 が り 難 く な っ た 障 害 者 や 高 齢 者 で も 簡 単 に コ ー ト を 着 用 で き 、 ま た 介 護 者 も 労 力
が 少 な く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 例 で は 、 左 右 両 側 の 第 一 着 脱 手 段 １ １ ， １ １ ’ は ス ラ イ ド フ ァ ス ナ ー で あ っ て 、
こ の ス ラ イ ド フ ァ ス ナ ー は 袖 １ ， １ ’ か ら 前 身 頃 ２ ， ２ ’ の 胸 元 部 ２ ａ ， ２ ａ ’ へ ス ラ イ
ド し て 閉 じ 、 前 身 頃 ２ ， ２ ’ の 胸 元 部 ２ ａ ， ２ ａ ’ か ら 袖 １ ， １ ’ へ ス ラ イ ド し て 開 く よ
う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 着 用 者 及 び 介 護 者 が 、 よ り 簡 単 に 袖 １ ， １ ’ 及 び 前 身 頃 ２
， ２ ’ を 開 閉 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ 乃 至 図 ３ の 如 く 、 右 前 身 頃 ２ は さ ら に 横 方 向 Ｗ に ２ つ 分 割 さ れ 、 上 下 方 向 Ｈ に 所 定
の 間 隔 を 置 い て 右 側 第 二 分 割 部 分 ２ ０ 及 び 第 三 分 割 部 分 ３ ０ を 備 え て い る 。 そ し て 、 第 二
分 割 部 分 ２ ０ に は 第 二 着 脱 手 段 ２ １ が 、 第 三 分 割 部 分 ３ ０ に は 第 三 着 脱 手 段 ３ １ が 設 け ら
れ て い る 。 本 実 施 例 で は 、 各 着 脱 手 段 ２ １ ， ３ １ は ス ラ イ ド フ ァ ス ナ ー で あ っ て 、 こ の ス
ラ イ ド フ ァ ス ナ ー は コ ー ト の 外 側 へ ス ラ イ ド す る こ と に よ っ て 離 れ 、 コ ー ト の 内 側 へ ス ラ
イ ド す る こ と に よ っ て 係 合 す る よ う に な っ て い る 。 左 前 身 頃 ２ ’ も 同 様 に 構 成 さ れ て お り
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、 左 側 第 二 及 び 第 三 分 割 部 分 ２ ０ ’ ， ３ ０ ’ を 備 え 、 こ の 分 割 部 分 ２ ０ ’ ， ３ ０ ’ に そ れ
ぞ れ 第 二 及 び 第 三 着 脱 手 段 ２ １ ’ ， ３ １ ’ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 図 ３ の 如 く 、 右 側 の 第 二 及 び 第 三 着 脱 手 段 ２ １ ， ３ １ に よ っ て 、 第 二 及 び 第 三
分 割 部 分 ２ ０ ， ３ ０ を 分 割 す る こ と に よ り 、 右 前 身 頃 ２ の 右 腹 部 ２ ｂ を 開 く こ と が で き る
。 同 様 に 、 左 前 身 頃 ２ ’ の 左 腹 部 ２ ｂ も 開 く こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 着 用 者 は コ ー ト
の 前 開 き を 閉 じ た 状 態 で 、 腹 部 ２ ｂ ， ２ ｂ ’ だ け を 開 く こ と が で き 、 寒 さ を 最 小 限 に 抑 え
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 第 二 着 脱 手 段 ２ １ で 第 二 分 割 部 分 ２ ０ の み を 分 割 す る こ と に よ り 、 右 前 身 頃 ２ の
胸 元 部 だ け を 開 く こ と も で き る 。 そ し て 、 第 三 着 脱 手 段 ３ １ で 第 三 分 割 部 分 ３ ０ の み を 分
割 す る こ と に よ り 、 右 前 身 頃 ２ の 膝 元 部 だ け を 開 く こ と も で き る 。 左 前 身 頃 ２ ’ に つ い て
も 同 様 で あ る 。 こ れ に よ り 、 着 用 者 は 必 要 な 時 に 必 要 な 部 分 だ け を 開 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に 、 図 １ 及 び 図 ２ の 如 く 、 コ ー ト は 、 後 身 頃 ４ に 、 車 椅 子 に 固 定 す る た め の 取 付 手 段
５ が 設 け ら れ て い る 。 本 例 で は 、 取 付 手 段 ５ は 紐 状 体 や 面 フ ァ ス ナ ー を 有 す る 連 結 ベ ル ト
等 か ら な っ て お り 、 図 ４ の 如 く 、 車 椅 子 ５ ０ の フ レ ー ム 等 に 結 ん で 車 椅 子 か ら コ ー ト が ず
れ な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 コ ー ト の 前 開 き 部 分 に 、 ボ タ ン や ホ ッ ク な ど を 設 け て 閉 じ る よ う に す る こ と も で
き る 。 そ し て 、 本 考 案 は 、 生 地 の 素 材 を 変 更 す る こ と に よ り 、 防 寒 用 コ ー ト だ け で な く パ
ジ ャ マ 、 シ ャ ツ 、 ブ ル ゾ ン 、 ジ ャ ケ ッ ト 等 の 様 々 な 衣 服 に 採 用 で き る こ と は 言 う ま で も な
い 。 又 、 各 着 脱 手 段 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ は 面 フ ァ ス ナ ー や ス ナ ッ プ ボ タ ン 等 で も よ い 。 使 用
者 の 目 が 不 自 由 な 場 合 に は 、 袖 元 部 分 を 逢 着 す る こ と に よ り 、 第 一 分 割 部 分 を 簡 単 に 係 合
離 脱 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 第 一 分 割 部 分 を 開 い た 状 態 の コ ー ト を 示 す 平 面 図 。
【 図 ２ 】 分 割 部 分 を 閉 じ た 状 態 の コ ー ト を 示 す 平 面 図 。
【 図 ３ 】 前 身 頃 の 腹 部 を 開 い た 状 態 の コ ー ト を 示 す 平 面 図 。
【 図 ４ 】 コ ー ト を 着 た 障 害 者 が 車 椅 子 に 乗 っ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
１ 　 袖
２ 　 前 身 頃
３ 　 襟
５ 　 取 付 手 段
２ ａ 　 前 身 頃 の 胸 元 部
１ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ 　 分 割 部 分
１ １ ， ２ １ ， ３ １ 　 着 脱 手 段
Ｈ 　 上 下 方 向
Ｗ 　 横 方 向
５ ０ 　 車 椅 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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